
講師名

授業目標

使用テキスト

回　数 授業形態 担当講師

1

2

3

4

5

6

7

８～１4

15

評価方法

備　考

筆記試験（１００点）

・課外での活動を通じて深める。

まとめ・試験

水津

科目名 人間関係論
開　講　年　次 １年次前期

講義時間（単位） 30（１）

グループエンカウンター

待木美奈子・水津賢二

自己を知り他者の心理を考え理解し、よりよい人間関係の基盤を作ることができる。

授　　業　　内　　容

人間関係論の基本的意義

待木

・レクリエーション、エクササイズを通じて自己理解、他者理解、
自己受容する。

コミュニケーション技術

社会的相互作用

基本的なコミュニケーション

講義

講義・演習

演習

チームワーク

リーダシップ

グループダイナミックス


